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要 旨

本研究で は, 欧米 にお ける内視鏡看護研究の 歩みと現状を明らか にする こと を目的に文献的考

察を行 っ た. M E D LI N E ( 195 1 - 2003 年) とC I N A H L (1 982 - 20 03 年) の O vid の W e b 版 (2004 年

5 月 7 日現在) を使用し, K e y w o r d を
‖

N u r si n g a n d E n d o s c o p y
‖

とする全種類の 文献 の うち,

看護系雑誌に掲載されて い た 109 篇を対象に 分析を行 っ た
.
そ の 結果,

1966 - 1 980 年代ま で は解

説が中心で あ っ た が
,
1990 年代に入ると研究報告や症例報告もみ られ る よ うに なり, 文献数 は増

加傾向を示して い た. しか し約50 年間にお い て , 解説に準ずる もの が全体の86 % を占め , 研究報

告8 .3 % , 症例報告 4 .6 % で あり , 未だ に内視鏡看護に関する研究が乏しい現状が明らかとな っ た .

文献 は活用目的に よ り, 『患者 の 安全 ･ 安楽 へ の 援助 (48 .7 %) 』『医学知識 の 習得 (22 .9 %) 』

『看護業務の 質の 向上や円滑化 (28 .4 %) 』 の 3 カ テ ゴリ
ー

に大別され た. 1960 年代後半 は医学知

識 の 習得 の た めの 報告が主で あ っ たが
,
198 0 年代中頃か ら患者の 安全 ･ 安楽 へ の援助に 関するも

の が急増 して い た . さ らに1990 年代に な ると , 再び医学知識の 習得の ための 報告があり , 看護業

務 の質 の 向上や円滑化を図るた め の報告も次第に定着して みられるよ うに な っ て い た .
これ らは

報告内容 に よ りさ らに1 2 サ ブカ テ ゴリ
ー に分類され た .

とく に患者の 成長段階 ･ 理解力 ･ 疾患や

病期 ･ 心理面など患者の 特性に視点を置い た看護の 報告や, ス タ ッ フ の 教育や健康管理, 関連部

門や他職種と の 連携な どの 実践に繋が る報告が少なく ,
こ の 方面 へ の 研究 の蓄積が今後の 課題と

して 考え られ た.

キ ー ワ ー ド

内視鏡看護, 欧米, 文献分析
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欧米に お ける ｢ 内視鏡看護研究｣ の 現状

はじめ に

臨床 の 各領域にお ける内視鏡診療で は, 内視鏡

技術の飛躍的な進歩に伴 い , 疾患の 診断の み なら

ず治療 の分野に も内視鏡が着々 と応用され る よう

に な っ て い る. そ の ため現代で は, よ り複雑で 高

度な患者管理 が必要となり, 専門性 の高 い看護が

求められるように な っ た
.

内視鏡を使 っ て行われる検査や治療 の場に おい

て
, 看護師は患者やそ の 家族の 目線に立 っ て不安

や苦痛を軽減し, 安全か っ 円滑な運営を図る こ と

が求め られて おり, 患者に提供さ れるす べ て の 看

護業務は ｢ 内視鏡看護｣ と定義され る
1)

. 既 に欧

米で は, 時代の 要請を受けて , 内視鏡看護に関す

る大規模な組織が発足し, 専門的な知識や技術を

も っ 看護師の 養成や ガイ ドライ ン の 作硬が行われ

て きた .

一 方わが国で は, 198 1 年に消化器内視鏡

技師制度が制定され
,
1988 年に認定技師の 情報交

換とネ ッ ト ワ
ー

ク の 構築を目的と した消化器内視

鏡技師会が設立され た . しか し, 内視鏡看護を独

自に検討する内視鏡看護委員会が設置され たの は

ごく最近 の ことで あり , 内視鏡看護 の あり方をめ

ぐ っ て本格的に動き始めた途上 にある . 実際の 臨

床現場で は, 内視鏡看護の 必要性に対する認識も,

未だに十分とは い えない の が現状で あ る .

そ こ で本研究で は, わが国に おける今後の 内視

鏡看護研究の 課題に つ い て示唆を得るため, 先駆

けとして
, 欧米に おける内視鏡看護研究の 歩みと

現状を明らかにするこ とを目的とした.

研究方法

検索誌は, O vid の文献検索デ ー タ ベ ー

ス M e di c a l

L it e r a t u r e O n - Li n e ( M E D L I N E ) お よ び

C u m u l a ti v e l n d e x t o N u r sl n g a n d A lli e d H e alt h

L it e r a t u r e ( C I N A H L ) の W e b 版を利用 した .

2 0 0 4 年5 月7 日現在の 参照 に よ り ,
M E D L I N E は

1 9 5 1 - 20 0 3 年 ,
C I N A H L は198 2 - 2003 年 に収録

されて い る全種類の 文献 の うち, 欧米の 看護系雑

誌 に 掲載 さ れ , K e y w o r d が ｢ N u r si n g a n d

E n d o s c o p y ｣ で 抽出さ れ る 文献を検索 した .
こ

こ で の抽出条件は, M E D L I N E は ｢titl eJ ｢ o ri g i n al

titl eJ ｢ a b st r a ctJ ｢ n a m e o f s u b st a n c eJ ｢ m e s h

s u bj e c t h e a di n g ｣ , C I N A H L は ｢ title J ｢ ci n a hl

s u bj e ct h e a di n g sJ ｢ a b st r a ctJ ｢i n st r u m e n t a ti o n｣

にk e y w o rd を含む文献と した｡ こ の うち分析対

象と して , 両検索誌で 重複す る文献お よ び内視鏡

看護に 直接関係 の ない 内容 の 文献を除く109 篇を

選定した.

分析方法は, 掲載された看護系雑誌の種類な ら

びに刊行国別に みた文献数 , 文献 の種類別に みた

割合と動向, 文献内容 の 内訳と推移, 研究報告 の

概要に つ い て 検討 を行 っ た
. なお文献内容は ,

｢ titl eJ ｢ a b st r a ctJ ｢ m e s h s u bj e ct h e a di n g ｣ ま

たは ｢ ci n a hl s u bj e ct b e a di n g s｣ か ら判断し, 類

似 の 内容の も の に分類 して 命名 した後,
そ れぞ れ

の 活用目的を視点に おい て統合し区分した.

結 果

1
. 看護系雑誌の 種類と刊行国別にみた文献数

内視鏡看護に関す る文献が掲載されて い た看護

系雑誌は全3 磯 であり, 多い順に FG a st r o e n t e r ol o g y

N u r si n g』 に49篇, 『A O R N J o u r n al』『K r a n k e n

pfl e g e』 に各 5 篇 ,
『S G A J o u r n al』 に4 篇 の 報

告がみ られた .

雑誌 の刊行国は1 1 ヶ 国にまた がり, 多 い 順に ア

メ リ カ雑誌 に75 篇, 次い でイ ギリス 雑誌に 9 篇,

ド イ ツ雑誌に 8 篇の 報告がみ られ た ( 図 1) .

2
. 文献の種類別に みた割合と動向

文献の 種類 は, 解説に準ずるもの が多く, 全体

の86 % を占め て い た.
こ の 他, 研究報告が 8 .3 %

,

症例報告が 4 .6 % で あ っ た ( 図2 ) .

文献数の 動向をみ ると, 初め て の 報告は1966 年

に遡 るが, そ の 後19 72 - 19 78 年 の 間はしばらく途

絶えて い た. 1 979 年以降は再び報告がみられ始め,

1990 年代に入る と増加傾向を示し, 報告数は年に

3 - 10 篇 の 範囲で 定着して い た . 文献の 種類 は ,

1 980 年代ま で は解説や総説が主流で あ っ た が
,

1 990 年代に な ると研究報告や症例報告も年に 0 -

2 篇 の範囲で み られ る よう にな っ て い た ( 図3) .
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図 1 . 雑誌の 刊行国別にみ た文献数
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図 2 . 文献の種類別 にみた割合
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図 3 . 文献の 種類別 に みた動向
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欧米に おける ｢ 内視鏡看護研究｣ の現状

3 . 文献内容の 内訳と推移

文献 の 内容を検討したと ころ, 表 1 に示 した よ

うに 1 2 の サ ブカ テ ゴリ
ー に 分類され た .

そ の 大

部分 は, ｢ 内視鏡検査や治療に お ける看護全般｣

で あり, 全体 の 4 4 .1 % を占め て い た. 次い で ｢ 内

視鏡検査 ･ 治療 ･ 薬剤｣ の 医学情報が 2 4 .8 % ,

｢ 内視鏡看護師と して の 専門性や役割｣ が 1 1 .0 %

で あ っ た
.

こ れ ら12 サ ブカ テ ゴリ
ー

は
, 活用目的を視点に

お い て統合す ると, 『患者の 安全 ･ 安楽 へ の 援助

( 48 .7 % )』『看護業務の 質の 向上や円滑化 (22 .9 % )』

『医学知識 の 習得 (28 .4 % )』 の 3 カ テ ゴリ ー に区

分された . そ れぞれ に つ い て文献数 の年次推移を

み ると
, 報告の 始ま っ た1960 年代後半 は , 医学知

識 の 習得を目的と した もの が 中心 で あ っ た が ,

1980 年代中頃か らは患者の 安全 ･ 安楽 へ の援助 に

関する もの が急激 に増加し､ 全体の 大半を占め る

よ うに な っ て い た. 19 90 年代 - 2003 年に は , 医学

知識の習得を図るも の が再び報告されて い たはか,

看護業務の 質の 向上や円滑化に関する報告が次第

に定着して みられ るよ うに な っ て い た ( 図 4 ) .

4
. 研究報告の 概要

研究報告は 全9 篇 あり ( 表 1) , 刊行国別 に ア

メ リ カ雑誌に 8 篇,
ス ペ イ ン 雑誌 に 1 篇 の 報告が

み られた . 以 下に , 活用目的に よ る分類 ごと に こ

れらの 概要を述べ る .

『患者の 安全 ･ 安楽 へ の 援助』 の ため の研究は

6 篇
2~ 7 ) で あ っ た

.
こ れ ら の うち ｢看護全般｣ に

該当するもの と して ,
とく に鎮静 ･ 麻酔剤を使用

され る患者 へ の経皮酸素飽和度の モ ニ タ リ ン グ の

有効性や検査後の 安全な退室に関わる要因を検討

した報告があり, そ の 後199 7年にガ イ ドライ ン
8 ･9 )

が作成さ れて い た.
こ の はか

, 検査や治療を受 け

る前の 患者の 不安を緩和するため の音楽療法の 効

果を検討したもの や, 気管支鏡検査に お ける看護

介入を評価した報告などがみ られた. ま た ｢感染

予防｣ に関す る もの として ,
ア メ リカ全体に お け

る内視鏡器具の 消毒方法の 実態調査が報告されて

い た
.
さ らに ｢ 患者教育｣ に関す るもの として ,

患者 の学校教育 レ ベ ル ･ 単語認識力と教材の 理解

との 関連 に つ い て 報告されて い た .

『看護業務 の質 の 向上や円滑化』 の た め の 研究

は 2 篇
10

･
11 )
で あ っ た .

こ れら は
,
｢ 内視鏡看護師

として の 専門性や役割｣ に つ い て ,
ア メ リ カ の 専

門看護師 1 7 人 の 経験や実務か ら記述さ れ た も の

や, ｢ ス タ ッ フ の 健康管理｣ と して , 内視鏡機器

の 消毒に用い られ る グル ク ル ア ル デ ヒ ド の 身体曝

露に関する調査の 報告で あ っ た
.

『医学知識 の 習得』 の ため の 研究 は 1 篇
12 )
で

あり, 下部消化器内視鏡検査の 前処置に用い られ

る腸管洗浄液に つ い て
,
そ の 洗浄効果を風味 の違

い に よ っ て 検討した もの で あ っ た .

考 察

1
. 欧米に おける内視鏡看護研究の 歩み と現状

約50 年間に おい て 内視鏡看護 に関する報告は ,

ア メ リカ で 7 割,
ヨ

ー ロ
ッ
パ で 3 割で あり, 欧米

の なか で も地域差がみられた. ま た
, 文献数や文

献の 種類の 推移に も, 時代 の流れ によ っ て 特徴的

な動きがみ られ た .
こ れらは, 各々 の地域や時代

年次

図 4 . 活用内容別 に みた文献数の 推移
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表 1 . 内視鏡看護に関す る文献内容の 内訳 篇 ( % )

活用内容別カテゴリ ー

報告内容別サ ブカテゴリ
ー

文献種類

研究報告 症例報告 解説に準ずるもの

患者の 安全 ･ 安楽 へ

の援助

内視鏡検査 ･ 治療にお ける看護全般

◎内視鏡検査や治療の種類に応 じた看護

◎業務内容 ･ 基準

◎鎮静剤や麻酔剤投与時の看護

◎患者の 年齢 ･ 疾患に応 じた看護

◎患者の心理面に対する看護

◎その 他

感染予防

患者教育

5

ー

0

2

0

ー

0

ー
■
･

-

2

0
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ル ･ 情報管理

検査室の看護体制 ･ 看護活動の導入

ス タ ッ フ教育

ス タ ッ フ の 健康管理

関連部門や他職種との連携
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ー
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医学知識の 習得 内視鏡検査 ･ 治療 ･ 薬剤

内視鏡検査 ･ 治療の発展

内視鏡検査部門 ･ 設備

ー
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0

3

0

0
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q
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8

8
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Z
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Z
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Z
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7

2

2

2

総数 9 5 95 1 09 (10 0)

にお ける内視鏡看護 へ の 関心の 程度や活動の 現状

を反映して おり
,
そ の背景 に は欧米に おけ る内視

鏡看護の 組織的活動 の影響が ある ことが示唆され

た . そ こ で
, 欧米に お ける組織的活動の 歴史から

内視鏡看護研究の 歩み を振り返 っ て み た い .

ア メ リ カで は
,
19 7 4 年 に消化器病ナ ー

ス を主体

と した組織として , S o ci et y of G a s t r o e n t e r ol o g y

N u r s e s a n d A s s o ci a t e s ( S G N A ) が発足 して い

る
.
S G N A に は

,
ア メ リ カ に お け る8 4 地域 の グ

ル ー プが登録して おり, これまで に専門看護師の

教育や研究活動ならびに ガ イ ドライ ン の 作成が行

われて き た
13 )

. 文献数の 動向をみ ると ,
19 7 0 年代

に お い て報告が途絶え た期間が しば らく つ づ い た

が , S G N A が 発足 した数年後か ら再燃して い る .

これは
, 組織活動の 成果によるものと示唆され る.

た だ し
,
1980 年代ま で の 報告は 解説 に準ず る も

の を主流と して お り, こ の 時期は まだ内視鏡看護

を行ううえで 必要な知識を身に つ ける過程に あ っ

た ことが推察され る .

そ の 後1990 年 に な る と , 国際組織と して T h e

S o ci et y o f l n t e r n a ti o n al G a st r o e n t e r o l o g l C al

N u r s e s a n d E n d o s c o p y A s s o ci a t e s ( S I G N E A )

が 発足 した . SI G N E A は
, 世界の 内視鏡 コ ･ メ

デ ィ カ ル に よ る情報交換, 内視鏡看護の 国際的基

準の 確立, 専門看護師の 教育ならびに研究支援を

目的と したも の で ある .
1998 年に 開催され た第7

回国際会議に は , 5 2 ヶ 国か ら4 2 0 名 の 看護師が参

加して お り, 内視鏡看護 の 認識は世界に広がり つ

つ ある こ とがうかがえ る . さ らに , 1996 年に は ヨ
ー

ロ
ッ
パ 内 の 組織と して T h e E u r o p e a n S o ci et y o f

G a s t r o e n t e r ol o g y a n d E n d o s c o p y N u r s e s a n d

A s s o ci a t e s ( E S G E N A ) が発足 した .
こ れ に は

,

ヨ
ー

ロ ッ パ の 24 ヶ 国 の 看護師6
,
000 名以上が登録

して い る .

こ の よ う に して
, 欧米 の 内視鏡看護事情は ,

19 90 年代に大きな変革期を迎えて おり , それ は こ

の 時期か らの 文献数の 急激な増加と して 表われ て

い る
. ま た , 篇数は少ない も の の 研究報告や症例

報告もみ られ始めて い る こ とから
,
近年にお いて

欧米で はようやく内視鏡看護を評価する段階にき

た ことが示唆され る .

以上 の現状をふ まえ る と, 2 1 世紀に お い て は ,

国際組織を中心と して さ らに世界的に 内視鏡看護

の ネ ッ ト ワ ー ク が広が り, 各国で 内視鏡看護が確

立され る ことが期待される. ま た現段階に おいて
,

内視鏡看護に 関する研究は乏しく, あらゆ る側面

に おい て課題 は 山積み と な っ て い る .
そ の た め科

学的根拠に もとづ く
,
よ り高度で ,

よ り安全で ,

より患者に やさ しい 看護を提供して い く ため に は,

今後さ らに研究を蓄積 して い く こ とが求め られ る
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で あろう.

2 . 今後の内視鏡看護研究の課題

これま で の 内視鏡看護 の 進展状況を, 活用内容

別に み た文献数 の推移と報告内容の 傾向か ら検討

し, 今後求め られ る研究課題に つ い て言及したい .

『医学知識の 習得』 の た め の 報告は ,
1960 年代

後半と1990 年代以降に 多くみ られ ,
こ れらの 時期

は内視鏡装置の 転換期 に は ぼ
一 致して い た. 内視

鏡装置の 転換期とは , すなわち消化器内視鏡装置

に関して い えば, 古く胃カメ ラ の 時代か ら, 1960

年頃か らの フ ァ イ バ
ー

ス コ
ー プ の 時代, 1980 年中

頃か らの 電子 ス コ ー プ の 時代
14 )
に該当する . 内

視鏡装置は ,
こ の半世紀の 間に驚く ほ どの ス ピ

ー

ドで 発展して おり, それ に伴い検査や治療方法も

着実に進歩を遂げて きた . 内視鏡検査や治療に携

わ る看護師に は ,
こ の よう な刻々と変化する 内視

鏡医療に対応で き る よう に , 常に新しい 医学知識

を身に つ ける ことが要求さ れて い る こ とがわか る.

現実に , 内視鏡部門の 看護師は内視鏡技師として

の 役割も担 っ て い る ことが多い ため , 内視鏡の 適

用部位や基礎疾患に 関する解剖生理学 ･ 病態生理

学 ･ 病理学 の知識を深め る こ と, 検査や治療の 目

的 ･ 方法 ･ 内容 ･ 偶発症を熟知して おく こ と, さ

らに は内視鏡に 用い られる機器 ･ 処置異類の 使用

目的や取り扱 い な どに も幅広く精通して おく こと

が必然とされる . 看護師は, 内視鏡検査や治療 の

過程におい て患者に最も身近に接する立場に あり,

薬剤や検査 ･ 治療方法が患者に及ぼす影響をい ち

早く察知する ことが可能で ある .
そ こ で

, 医学知

識を習得したうえで患者の ケ ア に携わる ことに よ っ

て
, 質 の高 い 医療を提供する た め の さ らなる課題

や改善策を見出す
一

端を担うこ とが期待され る .

次に 『患者の 安全 ･ 安楽 へ の 援助』 の ため の 報

告 は, とく に1 980 年代中頃よ り急激に増加 して い

た . そ の 内容は , 検査や 治療に お ける身体 ･ 精神

面 にお ける看護全般, 感染予防, 患者教育 に関す

るも の で あ っ た .
こ れらは, 看護師に 求め られ る

本来 の 役割に あた る た め ,
こ の 頃よ り内視鏡部門

に お い て ｢ 看護｣ の 必要性に対す る認識が高ま っ

て きた こ と が示唆さ れ る. し か し こ れまで の 報告

内容をみ ると , 検査や治療 の種類 の 違い に焦点を

あて た看護が多く ,
それ に比して 患者の も っ 特性

の違 い に着眼した看護は少ない 傾向がある . 現代

にお い て 内視鏡は ,
あらゆる年齢層, 様々 な病期

にある患者に適用されて おり, 看護も患者の 個別

性を配慮して 提供される こ とが求め られる. 今後

は, とくに患者の成長段階 ･ 理解力 ･ 疾患や病期 ･

心理 面などを考慮した内視鏡検査 ･ 治療に おける

看護方法も考案して いく必要が ある .

最後に 『看護業務の 質の 向上や円滑化』 に関す

るも の は ,
とく に199 1 年から増加して おり, 1998

年以降は毎年報告される よ うに な っ て い た. 患者

に良 い 看護を提供す る た め に は ,
患者の み ならず

看護 の 体制づく りや ス タ ッ フ の 健康管理 に も留意

する こ とが重要で ある .
こ の ような認識は文献数

の年次推移か らみる と, 近年に な っ て よ うやく定

着されて き たもの と示唆さ れる . しかし報告内容

は
, 内視鏡看護師の 専門性や役割, 看護体制の 導

入な どの 理念的な内容の もの が多く ,
ス タ ッ フ の

教育や健康管理 , 他部門や他職種との 連携な ど実

践に繋が る内容の もの は現状で は少ない . 内視鏡

看護事情は国や施設に よ っ て異なる ため , 今後は

さま ざま な現場で の実際を報告し, 有効的な働き

か けに つ い て 具体的に提示して い く ことも重要で

あろう.

結 論

過去約50 年間に わた る 内視鏡看護に 関する文献

109 篇に よ り, 欧米に お け る内視鏡看護研究の 歩

みと現状に つ い て検討を行 っ た と ころ, 以下 の 知

見が得られ た.

1
. 内視鏡看護に関する文献 は ,

ア メ リ カ雑誌 に

7 割, ヨ ー ロ ッ パ 系雑誌に 3 割 の 報告が あり ,

欧米 の な かで もア メ リ カ に お け る活動が よ り

活発 で あ っ た .

2 . 内視鏡看護に 関す る報告 は1966 年 よ り始ま る

が, 1 9 8 0 年代ま で は解説に 準ず るも の を主 流

と して おり , 欧米で は 内視鏡看護 に関す る知

識を身に つ ける過 程に あ っ た . 1 9 9 0 年代か ら

研究報告や 症例報告が年 に 0 - 2 篇 の 範囲で
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み られ始め ,
よ うやく 内視鏡看護を評価す る

動きが現れて い た.
しか し約50年間に おいて ,

解説が全体の86 .0 % を占め, 研究報告は8 .3 % ,

症例報告は 4 .6 % で あり, 研究報告は未だ に乏

しい の が現状で あ っ た
.

3 . 文献は活用内容に よ り ,
『患者の 安全 ･ 安楽 へ

の 援助 ( 48 . 7 % )』『看護業務 の 質 の 向上や円

滑化 (22 .9 % )』『医学知識の 習得 (28 .4 % )』

の 3 カ テ ゴリ ー に大別さ れた . 1960 年代後半

は
, 医学知識の習得の ため の報告が中心で あ っ

たが
,
1980 年代中頃か ら患者の 安全 ･ 安楽 へ

の 援助 に関する報告が急増 して おり, 内視鏡

部門に お ける ｢ 看護｣_
へ の 関心 の 高ま りがみ

られた . 199 0 年代 - 2003 年に は , 看護業務 の

質の 向上や円滑化 の ため の 報告も次第に 定着

しっ っ あ っ た.

4 . 今後 の 研究課題と して , 報告内容 の 少なか っ

た次の 2 点が考えられた .

1) 患者の 成長段階 ･ 理解力 ･ 疾患や病期 ･
JL ､理

面な どの 患者 の 特性 に着眼した安全 ･ 安楽 へ

の 援助に関する研究.

2) ス タ ッ フ の 教育や健康管理 , 他部門や他職種

と の 連携な ど, 看護業務 の 質の 向上や円滑化

に繋が る研究.
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gi e s] o f･ M E D L I N E f r o m 19 51 t o 2003 a n d C u m ul a ti v e I n d e x t o N u r si n g a n d A lli ed H e alt h

(C I N A H L) f r o m 1982 t o 2003 u si n g t h e f oll o w i n g k e y w o r d s: n u r si n g a n d e n d o s c o p y a t a c c e

s s e d 2 004
,
M a y 7 . A t o t al of 109 a r ti cl e s o f n u r s l n g O n e n d o s c o p y w e r e id e n tifi e d . A s a r e s u lt

,

m o s t a rti cl e s w e r e c o m m e n t a ri e s f r o m 1966 t o 1989 . I n t h e 199 0 s
,
r e s e a r c h r e p o rt s a n d c a s e

r ep o rt s a p p e a r ed , a n d t h e t o t al n u m b e r o f a r ti cl e s i n c r e a s ed . O f all a rti cl e s
,
86 % w e r e

c o m m e n t a ri e s
,
9 ･1 % w e r e r e s e a r ch r e p o r t s a n d 4 .5% w e r e c a s e r e p o r t s d u r l n g p a st 50 y e a r s .

T h u s f a r
,
r e s e a r ch r e p o rt s o n e n d o s c o p y n u r si n g w e r e still li m it ed . T h e s e lit e r a t u r e s w e r e

g r o u p ed i n t o 3 c a t e g o ri e s b a s ed t h e p u r p o s e s of p r a cti c al u s e a s f oll o w s ;
` `

s a f e a n d c o m f o r t a ble

ai d s f o r a p a t i e n t s (4 8 ･ 7 %)
"

,

``

1 e a r n i n g a b o u t g a st r o e n t e r ol o g l C a l e n d o s c o p y a n d b r o n c h o l o g y

(2 2 ･ 9 %)
''

,
a n d

"

Q u alit y i m p r o v e m e n t a n d s m o o t h p r o m o ti o n o f n u r si n g s e r vi c e (2 8 . 4 %)
‖

. I n

t h e s e c o n d h alf of t h e 1960 s
,
1it e r a t u r e s r el a t ed t o

` `

1 e a r n l n g a b o u t g a s t r o e n t e r ol o g l C al
II

e n d o s c o p y a n d b r o n c h o l o g y w e r e m a i n t h e m e . I n t h e m id dl e o f t h e 19 80 s
,
a rticl e s r el at ed
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t o
"

S af e a n d c o m f o rt a bl e aid s f o r a p a ti e n t s
' '

i n c r e a s e d r a pidly . I n t h e 1 990 s
,
a rti cl e s r el at e d

I I

t o
"

1 e a r n l n g a b o u t g a st r o e n t e r ol o g l C al e n d o s c o p y a n d b r o n c h ol o g y a p p e a r ed a g a l n , a n d

r ep o rt s r el a t e d t o
"

Q u alit y i m p r o v e m e n t a n d s m o o th p r o m oti o n o f n u r si n g s e r vi c e
' '

w e r e

e s t a bli sh e d g r a d u ally . T h e c o n t e n t s of a rti cl e s w e r e g r o u p e d i n t o 12 s u b c a t e g o ri e s .

I n f u t u r e
,
i t i s n e e d e d t o r e s e a r c h i n th e fi eld f oll o w i n g t w o ki n d s o f c o n t e n t s; 1) N u r si n

g c a r e s e r vi c e f o c u s ed o n t h e diff e r e n c e of ch a r a ct e ri sti c s of p a ti e n t s , s u ch a s g r o w t h s t a g e ,

c o m p r e h e n si o n , c o n diti o n o f di s e a s e , a n d p s y c h ol o g y . 2) P r a cti c al m e th o d s f o r st a ff e d u c a ti o n

a n d h e alt h m a n a g e m e n t , c o o rdi n at l n g W it h r el a t ed s e cti o n s , c o o p e r a ti n g w it h v a ri o u s s p e ci al

st a ff s .

K e y w o r d s

e n d o s c o p y n u r s l n g , W e st , lit e r a t u r e a n aly s ュs
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